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3 つの数字 5，6，7 を一列に並べて 3 けたの整数 M，Nをつくった。M は連続する 2 つの

整数の積に，Nはある整数の平方になった。 

（1）M と Nを求めよ。 

（2）n を 1 けたの正の整数とするとき，数 nM + Nがある整数の平方になった。 

そのような n の値をすべて求めよ。 （開成高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

（1）5，6，7 を並べてできる 3 けたの整数は， 

567，576，657，675，756，765 

の 6 通りある。それぞれの整数を素因数分解して， 

567 = 3
4
 × 7，576 = 2

6
 × 3

2，657 = 3
2
 × 73，675 = 3

3
 × 5

2， 

756 = 2
2
 × 3

3
 × 7，765 = 3

2
 × 5 × 17 

Nは平方数なので，「塾技 38」より，N = 576とわかる。一方，M は連続する 2 つの 

整数の積より，M = 756 = 3
3
 × (2

2
 × 7) = 27 × 28 とわかる。 

 M = 756，N = 576 

 

（2）（1）より，nM + N = 756n + 576 = 36(21n + 16) 

36 は平方数なので，nM + Nが平方数となるには，21n + 16 が平方数となればよい。 

ここで，n は 1 けたの正の整数なので，実際に n = 1 から 9 まで代入して調べると， 

  

 

 

表より，求める n の値は，n = 4，5 

塾技 38 平方数 難 

問題 

解 

答 

答 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

37 58 79 100 121 142 163 184 205

n

21n + 16

102

=

112

=


